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有有害害紫紫外外線線モモニニタタリリンンググシシスステテムム保保守守管管理理指指針針  
  
  
11．．計計測測器器のの設設置置  
  

((11))ははじじめめにに  

本本稿稿でではは管管理理指指針針記記述述にに際際ししててモモニニタタリリンンググシシスステテムムにに関関しし、、各各部部のの名名称称をを以以下下ののよよううにに定定義義すするる。。  

計計測測器器：：JJIISS  ZZ  88110033 計計測測用用語語にに準準拠拠すするるがが、、ここここでではは特特にに受受光光部部をを含含むむ検検出出器器本本体体をを意意味味すするる  

デデーータタロロガガーー：：  デデーータタをを収収集集、、記記録録すするる装装置置  

モモニニタタリリンンググシシスステテムム：：  計計測測器器、、変変換換器器、、デデーータタロロガガーーをを含含むむ装装置置全全体体  

UUVV--BB 計計：：  BB 領領域域紫紫外外放放射射計計  

UUVV--AA 計計：：  AA 領領域域紫紫外外放放射射計計  

          日日射射計計：：  全全天天日日射射計計  

          計計測測器器のの各各部部名名称称ににつついいててはは図図 11 をを参参照照  

  

((22))設設置置場場所所のの選選定定  

①原則として、年間を通じて計測器の視野を妨げない場所が適当で、全方位にわたり5度以下の仰角で遮蔽

物がないことが望ましい（腕を目の前に伸ばしたとき指１本が約１度に相当し、全周にわたり５度の仰角で

遮蔽物があるとき、約１.５％の遮蔽率となる）。全方位で遮蔽物の影響を除けない場合は、出来るだけその

影の影響が少なくなるように設設置置すするる（（ポポーールルやや鉄鉄塔塔がが近近くくににああるる場場合合ででもも、、そそのの南南側側にに計計測測器器をを設設置置すす

れればば影影のの影影響響をを最最小小限限にに抑抑ええるるここととががででききるる））。。  

②②近近くくにに日日射射、、紫紫外外線線等等をを反反射射すするる建建築築物物等等がが無無いい場場所所がが望望ままししいい。。  

  

((33))設設置置方方法法  

①①UUVV--BB 計計、、UUVV--AA 計計、、日日射射計計のの同同時時測測定定がが行行わわれれるる場場合合、、各各計計測測器器はは南南北北にに沿沿っっててそそれれぞぞれれのの受受光光面面

がが水水平平ににそそろろううよよううにに設設置置すするるののがが理理想想的的ででああるる。。受受光光面面をを水水平平ににそそろろええるるののがが難難ししいい場場合合やや、、南南北北にに

沿沿っってて設設置置ででききなないい場場合合ににはは、、計計測測器器のの中中心心間間距距離離をを 2200  ccmm 以以上上ととっってて設設置置すするるここととがが望望ままししいい。。  

間間隔隔 2200  ccmm でで計計測測器器相相互互にによよるる直直射射光光ののささええぎぎりり、、ああるるいいはは散散乱乱光光取取りり込込みみのの見見込込みみ率率はは 00..11％％程程度度でで

ああるる。。ななおお、、直直達達光光遮遮蔽蔽ババンンドドをを取取りり付付けけたた計計測測器器のの場場合合はは  別別途途考考ええるる必必要要ががああるる。。ままたた、、小小ささいい計計測測

器器はは南南よよりりにに、、大大ききなな計計測測器器はは北北よよりりにに設設置置すするる配配慮慮もも望望ままししいい。。  

図図 22  推推奨奨設設置置例例参参照照  

②②計計測測器器のの受受光光面面をを調調整整ボボルルトトにによよりり水水平平にに調調整整すするる。。ななおお、、水水平平がが狂狂わわなないいよよううにに設設置置台台ににボボルルトト・・ナナッッ

トトでで固固定定すするる。。  

③③指指定定さされれたた出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルののココネネククタタをを接接続続すするる。。ココネネククタタにに雨雨水水がが浸浸入入ししなないいよよううにに、、固固定定ネネジジ

をを充充分分締締めめ込込みみ、、必必要要にに応応じじてて自自己己融融着着テテーーププ（（エエフフココテテーーププ 22 号号エエフフココ株株式式会会社社））をを巻巻いいてておおくく。。  

ままたた、、出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルはは風風等等にによよるる損損傷傷をを防防ぐぐたためめ、、適適宜宜固固定定すするる。。  

計計測測器器ののココネネククタタはは北北向向ききにに出出すすののがが通通例例だだがが、、日日常常ののメメンンテテナナンンススのの利利便便性性、、ココネネククタタにに対対すするる負負荷荷のの

軽軽減減ななどどのの都都合合でで変変更更ししててもも差差しし支支ええなないい。。  

MMSS--221122WW、、MMSS--221122AA のの接接続続ケケーーブブルル長長はは 2200ｍｍ以以下下がが望望ままししいい。。  

ままたた、、MMSS--221100WW、、MMSS--221100AA のの接接続続ケケーーブブルル長長はは 5500ｍｍ以以下下がが望望ままししいい。。  

共共ににケケーーブブルルはは 00..7755mmmm22 以以上上をを用用いいるるこことと。。  

（（接接続続ケケーーブブルルととはは、、測測器器本本体体とと変変換換器器をを繋繋ぐぐケケーーブブルルをを意意味味すするる。。））  

ケケーーブブルルのの延延長長がが必必要要なな場場合合はは、、変変換換器器かかららデデーータタロロガガーーのの間間ののケケーーブブルルをを延延長長すするるこことと。。  

④④計計測測器器はは衝衝撃撃にに弱弱いいたためめ、、取取外外ししやや移移動動のの際際はは極極力力注注意意すするるこことと。。  
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((44))そそのの他他  

①①  設設置置にに際際しし、、計計測測器器のの製製造造番番号号・・製製造造年年月月・・校校正正年年月月等等をを必必ずず記記録録ししてておおくくこことと。。  

 
２２．．変変換換器器・・デデーータタロロガガーーのの設設置置・・設設定定  
  
((１１))変変換換器器のの設設置置・・接接続続  
①①変変換換器器はは、、高高温温多多湿湿なな場場所所をを避避けけてて設設置置すするる。。  
②②出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルをを変変換換器器にに正正ししくく接接続続すするるこことと。。変変換換器器ははノノイイズズをを防防ぐぐたためめ、、アアーーススをを  

取取るるこことと。。  
③③出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルはは外外部部ノノイイズズをを防防ぐぐたためめにに必必ずず、、線線断断面面積積 00..7755 ㎜㎜ 22 以以上上ののシシーールルドド被被覆覆線線

をを使使用用しし、、アアーーススををととるるこことと。。ななおお、、出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルはは耐耐候候性性をを高高めめるるたためめにに、、保保護護管管にに

入入れれるるここととがが望望ままししいい。。  
  
((22))デデーータタロロガガーーのの設設定定  
①①紫紫外外線線量量はは紫紫外外 BB 領領域域、、紫紫外外 AA 領領域域共共にに瞬瞬時時値値  [[WW  //  ㎡㎡]]ををベベーーススととしし、、全全天天日日射射量量はは  

[[kkWW  //  ㎡㎡]]ををベベーーススににすするる。。勿勿論論、、適適切切なな積積算算値値のの設設定定ををししててももよよいい。。そそししてて、、デデーータタロロガガーーのの設設

定定はは計計測測器器のの測測定定性性能能にに合合わわせせてて設設定定すするる必必要要ががああるる。。現現在在ののととこころろ英英弘弘精精機機製製のの UUVV--BB 計計、、UUVV
--AA 計計、、日日射射計計のの最最小小出出力力性性能能はは以以下下のの数数値値をを目目安安ににししてていいるる。。  
  

UUVV--BB計計  00..0011  [[WW  //  ㎡㎡]]  
UUVV--AA計計  00..11  [[WW  //  ㎡㎡]]  

全全天天日日射射計計  11  [[WW  //  ㎡㎡]]  
  

ここのの目目安安値値かからら、、使使用用ししてていいるるデデーータタロロガガーーののレレンンジジをを適適切切にに選選択択すするる必必要要ががああるる。。  
デデーータタロロガガーーのの分分解解能能とと精精度度ははレレンンジジのの設設定定値値にに応応じじてて決決ままっってていいるるかかららででああるる。。  
例例ええばば、、SSOOLLAACCⅢⅢのの例例でではは下下記記ののよよううににななっってていいるる。。                                        

                                                    
レレンンジジ  測測定定範範囲囲  分分解解能能  測測定定確確度度  

3300  [[mmVV]]  00～～±±3322..000000  [[mmVV]]  11  [[μμVV]]  ±±00..0022％％  ooff  rrddgg  ±±33  [[μμVV]]  
330000  [[mmVV]]  00～～±±332200..0000  [[mmVV]]  1100  [[μμVV]]  ±±00..0022％％  ooff  rrddgg  ±±2200  [[μμVV]]  

33  [[VV]]  00～～±±33..22000000  [[VV]]  110000  [[μμVV]]  ±±00..0022％％  ooff  rrddgg  ±±220000  [[μμVV]]  
  

ここれれにに以以下下のの表表ににああるる計計測測器器のの感感度度定定数数（（電電圧圧[[VV]]かからら照照射射強強度度[[WW  //  ㎡㎡]]へへ変変換換すするる計計測測器器固固有有

のの定定数数））をを考考慮慮すするるとと、、各各計計測測器器でで最最適適ななデデーータタロロガガーー（（SSOOLLAACCⅢⅢのの場場合合））ののレレンンジジがが選選びび  
出出さされれるる。。  

                                                                      
220000  [[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  変変換換器器[[VV]]出出力力時時  UUVV--BB 計計（（MMSS--221100WW））  
22..0000  [[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  変変換換器器[[mmVV]]出出力力時時  
1100..00  [[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  変変換換器器[[VV]]出出力力時時  UUVV--AA 計計（（MMSS--221100AA））  
00..1100  [[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  変変換換器器[[mmVV]]出出力力時時  

全全天天日日射射計計（（MMSS--440011FF））  77..00  [[mmVV]]  //  [[kkWW  //  ㎡㎡]]  変変換換機機ななしし  
  

UUVV--BB 計計（（MMSS--221100WW））変変換換器器出出力力をを[[VV]]にに設設定定ししたた場場合合  
  
  デデーータタロロガガーーレレンンジジ  測測定定範範囲囲  

33  [[VV]]  00～～±±1166  [[WW  //  ㎡㎡]]  
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UUVV--BB 計計（（MMSS--221100WW））変変換換器器出出力力をを[[mmVV]]にに設設定定ししたた場場合合  
  
  
  
  
どどちちららででもも測測定定ははででききるるがが、、ロロガガーーのの精精度度のの面面かからら比比較較すするるととそそのの違違いいがが見見ええててくくるる。。  
今今仮仮にに、、放放射射照照度度がが１１WW／／㎡㎡ああるるととししてて変変換換機機（（[[VV]]出出力力））かかららはは 00..22VV、、[[mmVV]]出出力力かかららはは 22mmVV
のの出出力力ががああるるととししよようう。。そそのの時時ロロガガーーにに表表示示さされれてていいるる数数値値はは 00..22000000[[VV]]とと 22..000000[[mmVV]]ととななりり、、そそ

れれぞぞれれのの数数値値にに含含ままれれるる誤誤差差はは、、±±224400[[μμVV]]、、±±33..44[[μμVV]]ととななるる。。ここれれににそそれれぞぞれれののススケケーーリリンンググ

11 次次係係数数（（55 とと 00..55））をを掛掛けけてて比比較較すするるとと、、  
変変換換機機[[VV]]出出力力・・ロロガガーーレレンンジジ 33[[VV]]        ：：１１..000000[[WW//㎡㎡]]±±11..22[[mmWW//㎡㎡]]  
変変換換機機[[mmVV]]出出力力・・ロロガガーーレレンンジジ 3300[[mmVV]]：：１１..000000[[WW//㎡㎡]]±±11..77[[mmWW//㎡㎡]]  
ととななるる。。  
小小ささなな電電圧圧値値ははノノイイズズにに弱弱いいこことともも考考慮慮すすれればば、、変変換換機機[[VV]]出出力力をを使使っったた方方がが良良いいここととががわわかかるる。。  
  
UUVV--AA 計計（（MMSS--221100AA））変変換換器器出出力力をを[[VV]]にに設設定定  
      

デデーータタロロガガーーレレンンジジ  測測定定範範囲囲  
33  [[VV]]  00～～±±332200  [[WW  //  ㎡㎡]]  

  
日日射射計計（（MMSS--440011FF））  
      

デデーータタロロガガーーレレンンジジ  測測定定範範囲囲  
3300  [[mmVV]]  00～～±±44..5577  [[kkWW  //  ㎡㎡]]  

  
ままたた、、ここののレレンンジジ設設定定でではは目目安安値値にに対対ししてて十十分分なな精精度度がが得得らられれてていいるるここととににななるる。。  

具具体体的的にに SSOOLLAACCⅢⅢでで、、出出力力表表示示をを[[mmVV]]やや[[VV]]かからら[[WW  //  ㎡㎡]]（（ももししくくはは[[kkWW  //  ㎡㎡]]））ににすするるににははススケケ

ーーリリンンググのの機機能能をを使使うう。。そそれれぞぞれれののチチャャンンネネルルでで計計測測器器のの感感度度定定数数をを正正ししくく入入力力すするる。。（（SSOOLLAACC
ⅢⅢににはは[[WW]]かか[[kkWW]]、、[[kkJJ]]のの単単位位ししかかなないいののでで注注意意））ままたた、、SSOOLLAACCⅢⅢのの場場合合、、測測定定チチャャンンネネルルごごととにに

積積算算ままたたはは平平均均をを行行ううかかどどううかかをを指指定定ででききるるののでで通通常常はは「「平平均均測測定定」」ににししてておおくく。。  
  
ススケケーーリリンンググのの設設定定  
  
  SSOOLLAACCⅢⅢはは測測定定デデーータタにに対対ししてて、、一一次次演演算算処処理理をを行行っったた結結果果ををデデーータタととししてて出出力力すするるここととがが  
ででききるる。。そそのの場場合合、、測測定定デデーータタにに対対ししてて一一次次演演算算式式のの一一次次係係数数 AA とと定定数数項項 BB をを設設定定すするる。。  

      
yy  ==  AA  xx  ++  BB                                        xx  ==  測測定定デデーータタ（（電電圧圧値値））  

yy  ==  ススケケーーリリンンググさされれたたデデーータタ  

                    ここここでで、、AA はは計計計計測測器器のの感感度度定定数数のの逆逆数数、、BB ははゼゼロロととななるる。。  
  

  UUVV--BB 計計（（MMSS--221100WW））  
感感度度定定数数  220000[[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  ==  00..22[[VV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  

デデーータタロロガガーーレレンンジジ  測測定定範範囲囲  
3300  [[mmVV]]  00～～±±1166  [[WW  //  ㎡㎡]]  
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一一次次係係数数 AA  11  //    00..22  ==  55  [[WW  //  ㎡㎡]]  //  [[VV]]  
定定数数項項 BB  00  

    
UUVV--AA 計計（（MMSS--221100AA））  

  
  
  
  
  

  
日日射射計計（（MMSS--440011FF））  

  
  
  
  

  
  

小小数数点点位位置置のの設設定定  
  

  SSOOLLAACCⅢⅢでではは測測定定値値をを極極性性 11 ビビッットト、、デデーータタ 1177 ビビッットトののババイイナナリリ値値ととししてて扱扱っってていいるるたためめ、、  
00～～±±9999999999 のの範範囲囲（（５５桁桁））のの数数値値がが出出力力ととななるる。。そそののたためめ、、小小数数点点のの位位置置のの設設定定もも重重要要なな要要素素とと

ななるる。。日日本本ででのの測測定定のの場場合合、、標標準準的的なな照照射射強強度度をを過過去去ののデデーータタかからら調調べべるるとと以以下下ののよよううにに  
ななっってていいるる（（ああくくままでで目目安安ででああるる））。。  

      
紫紫外外線線 BB 量量  00～～33    [[WW  //  ㎡㎡]]程程度度  
紫紫外外線線 AA 量量  00～～8800  [[WW  //  ㎡㎡]]程程度度  
全全天天日日射射量量  00～～22    [[kkWW  //  ㎡㎡]]程程度度  

  
ここれれららのの量量をを考考慮慮しし、、桁桁落落ちちのの生生じじなないいよよううにに小小数数点点のの位位置置をを決決定定すするる。。  

紫紫外外線線 BB 量量をを[[WW  //  ㎡㎡]]でで表表示示すするる場場合合  ±±＃＃．．＃＃＃＃＃＃＃＃（（少少数数点点以以下下 44 桁桁ままでで））  
紫紫外外線線 AA 量量をを[[WW  //  ㎡㎡]]でで表表示示すするる場場合合  ±±＃＃＃＃．．＃＃＃＃＃＃（（少少数数点点以以下下 33 桁桁ままでで））  
全全天天日日射射量量をを[[kkWW  //  ㎡㎡]]でで表表示示すするる場場合合  ±±＃＃．．＃＃＃＃＃＃＃＃（（少少数数点点以以下下 44 桁桁ままでで））  

SSOOLLAACC 以以外外ののデデーータタロロガガーーででもも同同様様にに小小数数点点のの位位置置にに気気をを付付けけ、、桁桁落落ちちがが生生じじなないいよよううににすするる。。  
②②計計測測器器のの劣劣化化等等にによよるる信信号号出出力力ののドドリリフフトトをを把把握握すするるたためめにに、、負負((－－))出出力力をを検検出出ででききるるよよううにに  
設設定定すするるこことと。。  

  
以以上上のの事事項項をを考考慮慮ししてて、、UUVV ネネッットトワワーーククででののデデーータタロロガガーー推推奨奨設設定定（（一一例例））をを挙挙げげるる。。  

  
SSOOLLAACCⅢⅢ((英英弘弘精精機機))ででのの推推奨奨設設定定  
  

  ススケケーーリリンンググ設設定定  

  

変変換換機機   

出出力力   

デデーータタ  

ロロガガーー  

レレンンジジ   

一一次次係係数数   

AA   

定定数数項項   

BB   

小小数数点点  

位位置置   

単単位位  デデーータタロロガガーー  

測測定定範範囲囲  

紫紫外外BB放放射射計計   VV出出力力   33 VV   ++ 55 .. 00 00 00 00   ++ 00 00 00 00 00 ..   44   WW   00   ～～±±11 66 WW  //   ㎡㎡   

感感度度定定数数  1100..00[[mmVV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  ==  00..0011  [[VV]]  //  [[WW  //  ㎡㎡]]  
一一次次係係数数 AA  11    //    00..0011  ==  110000  [[WW  //  ㎡㎡]]  //  [[VV]]  
定定数数項項 BB  00  

感感度度定定数数  77..00[[mmVV]]  //  [[kkWW  //  ㎡㎡]]  
一一次次係係数数 AA  11    //    77..00  ≒≒  00..11442299    [[kkWW  //  ㎡㎡]]  //  [[mmVV]]  
定定数数項項 BB  00  
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（（MM SS -- 22 11 22 WW））       

紫紫外外AA放放射射計計   

（（MM SS -- 22 11 00 AA））   

VV出出力力   33 VV   ++ 11 00 00 .. 00 00   ++ 00 00 00 00 00 ..   33   WW   00   ～～±±33 22 00 WW  //   ㎡㎡   

全全天天日日射射計計   

（（MM SS -- 44 00 11 FF ))   

  33 00 mmVV   ++ 00 .. 11 44 22 99   ++ 00 00 00 00 00 ..   44   kk WW  00   ～～±±44 .. 55 77 kk WW  //   ㎡㎡   

  
  
  
MMVV110000((横横河河電電機機))ででのの推推奨奨設設定定  
  

  ススパパンン設設定定  ススケケーールル設設定定  

  

変変換換器器   

出出力力   

デデーータタ

ロロガガーー

レレンンジジ   

ススパパンン  

下下限限   

ススパパンン  

上上限限   

小小数数点点

位位置置   

ススケケーールル  

下下限限   

ススケケーールル  

上上限限   

  

単単位位  

デデーータタロロガガーー  

測測定定範範囲囲  

紫紫外外BB放放射射計計

（（MM SS -- 22 11 00 WW））  

VV出出力力   22 VV   -- 00 .. 6600 00   00 .. 6600 00   11   -- 3300 00 00 .. 00   3300 00 00 .. 00   mmWW   00   ～～±±３３   WW  //   ㎡㎡   

紫紫外外AA放放射射計計

（（MM SS -- 22 11 00 AA））   

VV出出力力   22 VV   -- 22 .. 00 00 00   22 .. 00 00 00   22   -- 22 00 00 .. 00 00   22 00 00 .. 00 00   WW   00   ～～±±22 00 00   WW  //   ㎡㎡   

全全天天日日射射   

（（MM SS -- 44 00 11 FF））   

  22 00 mmVV   -- 11 99 .. 66 00   11 99 .. 66 00   11   -- 22 88 00 00 .. 00   22 88 00 00 .. 00   WW   00   ～～±±22 .. 88   kk WW  //   ㎡㎡   
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３３．．日日常常点点検検  
  
((１１))計計測測器器・・ケケーーブブルル等等のの点点検検  
①①受受光光ドドーームムにに、、雨雨滴滴・・塵塵ななどどがが付付着着すするるとと正正確確ななデデーータタがが得得らられれなないいたためめ、、可可能能なな限限りり頻頻繁繁        
にに((ででききれればば毎毎日日がが望望ままししいい))アアルルココーールル綿綿布布等等でで清清拭拭すするるととととももにに、、測測定定シシスステテムムのの動動作作をを確確認認

すするる。。  
②②水水準準器器でで水水平平をを確確認認しし、、ずずれれてていいるる場場合合はは調調整整すするる。。  
③③乾乾燥燥剤剤はは青青色色細細粒粒シシリリカカゲゲルルをを使使用用しし、、監監視視窓窓よよりり見見てて、、シシリリカカゲゲルルががピピンンククにに変変色色ししてていいるる  
場場合合はは、、乾乾燥燥剤剤容容器器をを取取外外しし必必ずず青青色色にに呈呈色色ししてていいるる細細粒粒シシリリカカゲゲルルとと交交換換すするる。。  
ななおお、、シシリリカカゲゲルルのの変変色色がが確確認認ででききなないい場場合合ででもも、、相相当当期期間間使使用用ししてていいるる場場合合はは適適宜宜交交換換すするる。。

交交換換後後はは乾乾燥燥剤剤容容器器をを元元にに戻戻しし充充分分締締めめ込込むむ。。締締めめ込込みみがが不不充充分分なな場場合合ににはは、、雨雨水水がが侵侵入入しし、、  
計計測測器器感感部部のの腐腐食食・・劣劣化化・・故故障障のの原原因因ととななるるののでで注注意意すするるこことと。。  

④④ココネネククタタおおよよびび出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルにに異異常常ががなないいかか確確認認すするる。。特特にに、、ココネネククタタへへのの雨雨水水のの浸浸入入

にによよるる錆錆のの発発生生、、風風にによよるる出出力力・・給給電電用用ケケーーブブルルののすすれれ、、ネネズズミミにによよるる被被覆覆材材のの食食害害等等にに注注意意  
すするる。。  

  
((２２))変変換換器器・・デデーータタロロガガーーのの点点検検  
①①変変換換器器がが正正常常にに動動作作ししてていいるるここととをを確確認認すするる。。電電源源ラランンププがが点点灯灯ししてていいるるかか、、電電源源ププララググがが        
ココンンセセンントトかかららははずずれれてていいなないいかか等等をを確確認認すするる。。  

②②デデーータタロロガガーーややパパソソココンンのの表表示示時時刻刻がが日日本本標標準準時時にに合合っってていいるるかか、、表表示示さされれてていいるるデデーータタがが妥妥当当

かか、、十十分分なな記記録録容容量量ががああるるかかをを定定期期的的にに確確認認すするる。。デデーータタはは、、緯緯度度やや時時間間でで異異ななるるたためめ、、予予めめ  
そそののモモニニタタリリンンググ地地点点ででののおおおおよよそそのの数数値値をを知知っってておおくく必必要要ががああるる。。  

    
  
44．．定定期期整整備備・・校校正正作作業業  
  
((11))長長期期間間ののモモニニタタリリンンググにによよりり、、計計測測器器出出力力のの零零点点ががずずれれるるここととががああるる。。ここのの場場合合はは取取扱扱説説明明書書にに  
ししたたががいい零零点点調調整整ををすするるここととがが望望ままししいい。。ままたた、、暗暗幕幕をを使使っってて計計測測器器をを覆覆ううここととでで、、零零出出力力をを確確認認

すするるここととももででききるる。。  
  
((22))計計測測器器のの感感度度劣劣化化はは不不可可避避でであありり、、定定期期的的なな整整備備、、校校正正作作業業がが必必要要ででああるる。。UUVV--BB 計計のの感感度度定定数数はは

１１年年でで数数％％変変化化すするるここととももああるる。。定定期期的的ににメメーーカカーーににてて整整備備、、校校正正すするるここととがが必必要要ででああるる。。  
  
55．．点点検検記記録録  
  
((11))点点検検のの結結果果はは記記録録しし管管理理情情報報ととししてて保保管管すするるこことと。。ままたた、、デデーータタのの精精度度にに大大ききくく係係わわるる情情報報はは事事務務

局局にに連連絡絡すするる。。  
  
66．．計計測測器器のの仕仕様様  
代代表表的的なな計計測測器器のの外外観観とと仕仕様様をを示示すす。。    
図図表表 11--11、、図図表表 11--22、、図図表表 11--33 参参照照。。  
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図図 11  計計測測器器のの各各部部名名称称  
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受光部 

傘 

傘
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図図 22  推推奨奨設設置置例例  
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図表 1-1  

 



Rev.2.0 

図表1-2 
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図表1-3 
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